
地

球
琴

轟

開
巻

璽

弟
親

昭竿
午
.亘
日

高
岡
市
並
に
石
川
願
津
幡
町
附
淀
の

弟
三
紀
暦

日

小

野

山

武

文

五
､
加
能
逝
国
境
附
近
の
第
三
紀
層
に

見
ら
れ
る
沈
積
輸
週
に
就
い
て

砺
波
山
丘
陵
を
次
の
六
地
域
は
分
ち
'
各
地
域
に
於
け
る
様
式
的
の
柱
状
断
何
周
を
作
成
し
て
見
る
と
節

一
間
の

如
く
に
な
る
0

1.

東
北
部

五
位
山
村
を
中
心
と
す
る
地
域

2
.
西
北
部
(
1
)英
田
村
を
中
心
と
す
る
地
域

市
岡
市
並
に
石
川
嚇
紳
輔
町
附
妃
の
鈴
三
和
犀



節 -･聞 加能越闘境附近地質の標式的柱状断面岡

妨
二
十
四
各

節
六
娩

碑
兵

3.両北部(2)高給町死方地域

4.中央部倶利加雁村を中心とする弗域

5.来園都南蟹谷地域

6.西南部金揮市東方地域

即ち本地城の第三防衛は三伯の不整合の存在に依っ

て之を四系統は分つ轟が粗衣ね｡
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地
域
の
驚
達
銃
は
一
輪
姐
を
不
し
て
居
る
罫
に
な
る
｡
即
ち

-1
方
に
於
で
は
源
淀
が
進
管

､
他
方
に
於
で
は
海
退

を
見
た
事
に
夜
･C/

此
廃
に
地
塊
の
傾
斜
運
動
の
如
き
も
の
を
考
慮
せ
ぬ
ば
夜
ら
夜
く
な
る
が
､･r即
刻
の
晋
跡
が
'

凝
灰
岩
を
主
と
す
る
鬼
暦
上
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
'
此
の
驚
跡
を
以
て
識
別
し
た
酉
北
部
の
賛
連
続
の
示

す
輪
廻
を
､
造
陸
運
動
乃
至
は
造
構
造
運
動
の
如
き
地
殻
運
動
と
の
相
関
を
持
つ
正
規
の
輪
廻
と
は
直
ち
に
は
断
じ

得
な
い
｡
即
ち
火
山
噴
出
物
が
急
激
に
沈
積
は
加
は
-
､
源
濠
の
速
度
よ
み
､
沈
積
物
質
の
供
給
が
過
大
に
改
み
'

部
分
的
に
所
謂
過
量
沈
積
海
退
を
見
る
に
至
つ
ね
結
苑
､
不
整
合
を
生
じ
カ
と
の
想
定
79
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
｡

本
地
域
の
純
色
凝
衣
岩
の
厨
厚
或
は
砂
岩
貫
岩
と
の
互
暦
状
態
よ
･Jl
見
れ
ば
､
火
山
噴
出
物
の
沈
積
は
､
本
地
域

全
般
に
亘
っ
て
略
均
等
に
行
は
れ
ね
と
見
る
可
き
状
態
に
あ
る
故
に
'
西
北
部
に
於
で
の
み
地
積
海
退
乃
至
は
過
量

沈
積
海
退
を
風
穴
と
解
す
る
角
に
は
､
其
の
地
域
が
皆
時
の
汀
線
に
近
-
あ
っ
カ
と
の
想
定
を
必
要
と
す
る
が
､
窓

際
の
沈
積
鼎
の
慶
化
は
'
此
の
想
定
を
な
す
に
都
合
好
き
配
列
を
覆
し
て
居
る
事
は
既
蓮
町
如
-
で
あ
わ
'
▲
従
っ
て

蟹
蓬
沈
積
輪
廻
に
関
す
る
限
り
に
於
七
は
､
必
L
も
地
殻
運
動
と
結
び
附
け
る
必
要
を
私
め
覆
い
｡
勿
論
地
塊
の
傾

斜
運
動
の
如
き
も
の
が
不
正
況
海
退
を
促
進
せ
し
め
た
と
の
推
定
も
不
可
能
で
在
-
､
之
を
否
定
す
可

さ
革
質
も
史

に
な
い
0

越
後
油
田
地
方
は
於
け
る
頚
城
蹄
と
院
内
枕
の
暦
序
関
係
に
就
い
て

｢
或
る
部
分
で
は
盤
各
で
互
は
移
化
す
る
朗

あ
わ
P
或
る
部
分
に
於
で
は
'
不
整
各

組
係
は
あ
る
革
質
が
見
出
さ
れ
て
あ
る
が

一
方
が
火
山
噴
出
物
で
あ
る
場
合

(fT･;)

に
は
普
通
に
起
-
得
る
事
情
で
.
整
合
と
云
ふ
7?
不
整
合
と
云
ふ
も
其
の
間
に
大
き
い
意
味
の
差
は
な
い
｣
と
は
矢

部
敢
塵
の
既
に
詑
か
れ
た
所
で
あ
る
が
'
火
山
噴
出
物
贋
に
陸
成
暦
と
渦
成
層
の
同
時
異
相
が
あ
る
場
合
は
勿
静
の

満
開
市
銀
に
石
川
櫛
沖
幡
町
附
近
の
節
三
和
層

四
O
H

三
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四

聖

其
の
海
成
層
と
常
態
の
沈
積
暦
と
の
間
に
不
整
令

を
鐘
じ
カ
と
し
て
79
.
夫
等
の
総
て
が
地
殻
運
動
と
の
相
補

を
持
つ
正
規
の
沈
積
輪
廻
区
分
の
目
安
ほ
を
ら
相
を

5'
の
は
常
然
の
革
で
あ
る
0

期
の
如
-
賛
撞

･
倶
利
加
雁
間
隙
が
正
規
の
輪
廻
置
分
の
日Lii安
と
断
定
出
水
な

い
以
上
は
､
本
地
域
の
比
較
的
虎

い
地
域
に
亘
っ
て
澄
跡
を
追
払
得
る
と
北
ハほ
'
京
銀
物
挙
上
に
も
亦
重
大
遷

恩
義
あ
ら
と
認
め
ら
れ
る
倶
利
加
羅

･

大
桑
間
隙
以
下
蟹
連
出
花
園
岩
上
の
基
底
は
至
る
迄
の
果
樹
は
'
之
を
略
完
蚤
を

一
沈
積
輸
姐
と
見
倣
す
葦
が
現
在

で
も
政
も
避
雷
ら
し
-
皿
は
れ
る
｡
即
ち
繋
連
層
は
沿
岸
相

･
並
滑
岩
禍

･
千
石
暦
は
泥
背
相
,
下
中
層
は
海
退
に

入
っ

てか
ら
の
亜
警

石
和

｡
沿
岸
相
堅
不
す
も
の
と
離
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
.
歯
舞
谷
地
方
は
於
で
は
･
暦
序
上
p

湯
ノ
谷
暦
の
下
部
が
千
石
暦
に
此
せ
ら
れ
る
が
'
貢
岩
層
の
敬
達
は
著
し
-
を
く
'
従
っ
て
此
の
地
域
は
千
石
地
方

の
如
-
充
分
在
る
海
淀
を
見
を
か
つ
ね
も
の
と
推
定
し
て
居
る
｡
荷
倶
利
伽
羅
統
或
は
南
蟹
谷
統
上
部
の
岩
相
率
化

が
極
め
て
徐
々
は
行
は
れ
で
居
る
事
賓
は
海
退
が
比
較
的
緩
慢
に
行
は
れ
ね
結
苑
と
見
ら
れ
る
｡

倶
利
伽
羅

｡
大
桑
続
開
の
不
整
合
は
概
し
て
明
瞭
で
'
下
中
層
沈
積
後
､
少
-
北
ハ'
蟹
連
山
及
び
醤
王
山
周
縁
地

域
並
に
嘱
故
山
丘
陵
脊
梁
部
分
を
含

む
か
改
み
嫡
汎
夜
地
域
が
陸
化
し
た
轟
は
充
分
は
推
定
出
凍
る
0
然
し
下
中
層

以
下
の
題
暦
と
大
桑
統
各
層
と
の
構
造
上
の
差
異
が
小
低
域
を
除
け
ば
甚
だ
償
少
で
あ
る
蔀
は
､
前
記
倶
利
加
雁
海

退
が
此
校
的
産
漫
は
行
は
れ
ね
と
解
し
程
る
轟
と
相
保
っ
て
､
此
の
陸
化
運
動
が
造
構
造
的
素
因
を
含
む
事
の
多
か

ら
ざ
わ
し
輩
を

不
す
も
の
と
諭
め
ら
れ
る
0

大
桑
舵
の
沈
積
は
基
底
磯
は
始
ま
カ
､
下
部
は
砂
岩
畢

哲

石
泥
岩
互
暦
､
中
部
は
砂
岩
貢
岩
互
瀞
乃
車
泥
岩
暦
,

上
部
は
大
部
分
砂
岩
膚
よ
タ
成
-
略
完
全
在
輪
廻
を
不
し
七
居
る
｡
衣
は
各
岩
相
磯
蓮
状
況
を
詳
細
は
検
討
し
て
見



る
な
ら
ば
､
蟹
連
山
周
縁
地
域
乃
至
は
皆
王
山
周
縁
地
域
は
於
で
は
､
全
般
的
は
蔑
源
沈
積
暦
の
磯
連
が
著
し
く
､

保
海
沈
積
暦
の
磯
連
は
著
-
な
い
｡
然
る
に
両
地
域
を
離
れ
､
現
在
の
砺
波
山
丘
陵
中
火
部
分
に
至
る
ほ
従
S
､
漆

源
沈
積
暦
が
減
少
し
保
海
沈
積
暦
が
樹
加
す
る
傾
向
が
明
ら
か
に
観
取
さ
れ
る
｡
但
し
此
の
傾
向
は
下
部
暦
即
ち
竹

ノ
椅
暦
に
限
ら
れ
る
79
の
で
あ
っ
て
､
上
部
暦
即
ち
大
桑
暦
は
本
地
域
全
般
に
亘
っ
て
略
同
様
な
岩
相
を
ホ
し
て
居

る
｡
期
の
如
き
沈
積
状
況
は
､
小
規
模
の
地
向
斜
と
も
考

へ
得
る
し
叉
江
轡
内
に
起
る
沈
積
輪
廻
の
型
に
も
共
通
す

る
所
が
あ
た

従
つ
エ
肌
着
の
場
合
に
は
､
竹
ノ
椅
層
沈
積
中
は
於
け
る
倶
利
加
雁
地
域
の
般
出
的
沈
降
運
動
が
想

定
さ
れ
る
L
t
後
者
の
場
合
に
は
､
竹
ノ
橋
暦
沈
積
前
に
本
地
域
を
江
樹
状
の
凹
地
ね
ら
し
め
た
地
殻
運
動
を
想
定

せ
ぬ
ば
な
ら
夜
-
在
る
｡

大
桑

｡
卯
辰
山
間
隙
は
本
地
域
の
大
部
分
に
亘
っ

て'
明
確
に
寵
め
視
る
所
の
も
の
で
あ
る
.
即
ち
大
桑

･
田
川

暦
沈
積
後
､
石
堤
暦
の
分
布
す
る
地
域
を
除
-
本
地
域
の
大
牢
が
再
び
陸
化
し
た
革
は
明
瞭
で
あ
る
｡
此
の
陸
化
運

動
が
造
陸

工
氾
構
造
両
方
の
色
彩
を
帯
び
た
地
殻
運
動
で
あ
っ
た
事
は
'
大
桑
暦
以
下
の
累
暦
と
卯
辰
山
暦
と
の
構

造
上
の
相
異
が
比
較
的
著
し
い
地
域
と
触
ら
ざ
る
地
域
に
於

て不
整
合
が
共
は
明
瞭
で
あ
る
事
よ
-
充
分
に
推
定
出

水
る
所
で
あ
る
｡

卯
炭
山
暦
の
沈
精
は
基
底
磯
に
始
ま
っ
て
居
る
が
'
之
は
潰
-
凝
暦
は
秒

･
泥

｡
砂
塵

｡
磯
の
互
暦
で
､
卯
炭
山

層
全
憶
は
洩
渥
洗
鵜
物
と
見
ら
れ
る
｡
即
ち
卯
辰
山
海
淀
は
大
を
る
沈
降
を
仲
は
在
か
つ
ね
と
解
す
可

き
状
態
は
あ

る
0酎

比描
岡
田
北
に
石
川
蝦
沖
隣
町
附
妃
の
節
三
組
厨

B
C
九.

蕊



地

球

妨
二
十
四
懇

解
大
紋

空

〇

六

(17
)

九

常
連
舵

鞘
純
色
乃
至
次
白
色
の
角
磯
質
凝
灰
岩
を
主
と
す
る
饗
速
暦

･
石
黒
静
及
び
犀
川
上
流
地
方
の
犀

へ溺
)

(17
)(P.)

川
暦
下
部
が
同

一
系
統
は
属
す
る
輩
は
､
暦
序
上
充
分
に
推
定
し
得
る
所
で
あ
る
が
'
石
黒
層
及
び
犀
川
暦
下
部
の

基
軸
が
佃
明
か
は
せ
ら
れ
て
居
な

い
馬
め
に
.
賛
達
暦
全
部
が
石
黒
暦
或
は
犀
川
暦
下
部
の
各
部
に
相
静
す
る
も
の

で
あ
る
か
或
は
共
等
の
一
朝
に
粕
常
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
翻
疑
問
に
屈
す
る
所
で
あ
る
が
'
犀
川
暦
下
部
の
中
部

は
兄
ら
れ
る
が
如

き
Op
e
r
cul
in

a･A
strictyp

eu
s
昔
が
蟹
蓮
暦
に
は
散
け
て
居
与
､
従
っ
て

繋
連
山
周
縁
地
域
の

輝
密
は
.
犀
川
上
流
地
域
に
放
け
る

O
percu
ti
n
a･A
strictypeus
帯
沈
積
以
後
は
開
始
n
れ
ね
も
の
と
見
る
可
さ

で
あ
る
か
も
知
れ
を

い
｡
何
れ
に
し
て
も
之
等
の
系
統
は
､
覗
或
は
酉
市
瀬
の

Op
e

r

cul
in
a
及
び

A
stri
cly
peus

I,I,)

昔
が
指
準
と
在
っ
て
p
八
尾
統
下
部
或
は
東
北
油
田
地
方
の
男
鹿
島
統
叉
は
頚
城
舵
の
下
部
に
略
封
比
せ
ら
れ
る
が

(朋
)

最
近
今
村
氏
に
依
っ
て
'
八
尾
統
下
部
の

O
p
ercu
tin
a
砕
以
下
の
威
暦
中
に
少
-
と
も
部
分
的
に
は
沈
積
間
隙
の

存
在
す
る
事
が
確
め
ら
れ
､
従
来
の
八
尾
続
が
'
油
田
地
方
の
中
新
枕
が
院
内

｡
男
鹿
島
両
統
或
は
大
戸
瀬

･
追
良

瀬
爾
舵
と
せ
ら
れ
た
と
同
様
な
取
扱
が
な
さ
れ
る
必
要
が
諌
め
ら
れ
ほ
至
っ
た
結
果
､
本
地
域
の
犀
川
暦
下
部
と
栴

rbれ
る
厚

さ
果
暦
中
に
は
院
内
枕
に
此
せ
ら
れ
る
町

き
も
の
が
含
ま
し
め
ら
れ
て
居
る
の
で
は
夜
い
か
と
の
疑
問
を

抱

き
解
る
や
う
に
在
っ
た
.
此
の
鮎
は
更
は
指
雄
の
精
査
に
保
た
ぬ
ば
な
ら
な

い
｡

鼠

倶
利
伽
羅
統

本
続
は
下
中
層
及
び
之
と
略
同
暦
準
と
諦
め
ら
れ
る
減
ケ
原
潜
及
び
湯
ノ
谷
暦
上
部
よ
多
産

出
す
る
月
化
石
群
の
特
徴
及
び

Argonautatokunagai,
C
a
rc

harodonm
e
galodonを
比
較
的
多
数
に
産
す
る

事
に
依
っ
て

出
雲
の
布
志
名
暦

皮か
来
待
暦
に
依

って
代
表
せ
ら
れ
る
系
統
に
結
び
附
け
稗
ら
れ
p
中
新
統
中
上

郵
堅
不
す
事
は
殆
ど
確
定
的
と
見
放
し
程
ノ二

八
尾
統
上
部

･
東
北
油
田
地
方
の
男
鹿
島
就
或
は
蕗
城
舵
の
上
部
､



或
は
之
等
よ
-
由
利
統
叉
は
中
越
続
の
下
部
の

1
部
に
及
ぶ
も
の
に
封
此
出
凍
る
尋
に
な
る
｡

犀
川
上
流
地
方
の
犀
川
層
上
部
の
大
部
分
は
本
銃
に
朝
常
す
る
も
の
と
考

へ
で
居
る
が
'
其
の
上
部
の

tl
部
分
に

は
大
桑
銃
に
属
せ
L
U
可
き
79
の
を
も
含
ん
で
居
る
如
-
で
あ
る
｡
即
ち
洩
野
川
に
沿
ふ
袋
よ
･ch胡
谷
に
至
る
間
の

観
察
に
従

へ
ば
､
其
の
下
部
に
は
泥
岩
の
磯
達
比
較
的
著
し
-
､
千
石
暦
或
は
湯
ノ
谷
暦
下
部
に
封
此
可
能
を
も
の

が
あ
わ
､
中
部
に
は
'
減
ケ
原
暦
上
部
に
見
ら
れ
た
鋤
夜
色
安
山
岩
質
角
磯
凝
衣
岩
及
び
之
と
互
暦
す
る
堅
政
夜
成

層
砂
岩
が
あ
ら
'
上
部
に
は
泥
岩
乃
至
潜
泥
岩
が
磯
達
し
'･
其
の
上
位
の
軽
石
背
或
は
大
桑
暦
と
の
踊
係
よ
少
､
此

の
泥
岩
は
竹
ノ
橋
暦
と
見
放
し
得
る
や
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

(≠
)

富
山
韓
神
授
地
域
に
於
で
は
､
倶
利
加
罪

･
大
桑
間
隙
に
相
皆
す
る
も
の
が
布
し
覆
い
串
が

明
か
に
さ
れ
て
居

-,L
､
従
っ
て
本
地
域
に
於
け
る
地
層
置
分
を
其
の
健
適

用
し
得
覆

い
の
は
云
ふ
迄
も
無

い
が
'
中
新
枕
中
上
部
を
代

衆
す
る
と
云
ふ
七
尾
続
を
倶
利
加
羅
続
に
封
比
す
る
事
は
'
現
在
知
ら
れ
た
資
料
よ
-
す
れ
ば
'
最
も
妥
常
夜
革
で

あ
る
｡d

大
桑
統

本
地
域
よ
ら
冨
山
轡
西
岸
地
域
は
亘
で
分
布
す
る
大
桑
銃
が
化
石
の
上
か
ら
角
間
階
及
び
薮
田
階

;.1

(5
)

に
分
た
れ
る
革
は
既
に
横
山
教
授
に
依
っ
て
記
載
せ
ら
れ
た
朗
で
あ
る
｡
角
間
階
を
代
表
す
る
も
の
は
大
桑
暦
及
び

t謎
】)

(LET:,)

(ie.)(1
)

田
川
骨
で
p
宵
山
轡
西
岸
で
は
望
月
氏
或
は
大
塚
氏
の
氷
見
暦
で
あ
る
革
は
'
大
桑
暦
を
北
に
追
跡
す
る
轟
は
依
っ

て
容
易

に
確
め
得
る
｡
薮
m
階
を
代
表
す
る
も
の
は
､
富
山
腫
西
洋
地
域
の
薮
田
暦
が
標
式
と
夜
-
､
邑
知
溝
東
南

(=
)

部
で
は
野
崎
瀞
.

飴
し
て
之
等
を
本
地
域
は
迄
追
跡
す
れ
ば
竹
ノ
椅
暦
と
在
る
｡

大
桑
厨
｡EZ
川
暦
･氷
見
圏
又
は
竹
ノ
櫛
層

｡
薮
的
厨
が
地
域
に
依
っ
て
は
多
少
其
の
岩
相
を
異
に
し
て
居
る
が
'

補
帽
市
銀
に
石
川
糠
印
幡
町
附
近
の
妨
三
紀
暦

四二

七



地
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大
映

写

1

八

之
は
倶
利
加
罪
統
末
期
の
海
退
及
び
そ
れ
に
引
蒔

い
て
起
っ
た
大
桑
海
浸
よ
･Jl
受
け
た
結
典
が
地
域
は
依
っ
て
典
つ

ね
推
戴
と
見
る
可
き
で
あ
る
事
は
.
既
は
述
べ
カ
迫
-
で
あ
ら
､
軽
石
昔
を
追
跡
す
る
事
は
依
っ
て
此
の
革
質
を
確

め
得
る
部
分
の
あ
る
事
も
既
は
述
べ
た
所
で
あ
る
｡

大
桑
暦
の
貝
化
石
群
は
親
潮
要
素
の
極
度
に
優
勢
な
薮
沿
岸
群
居
で
あ
わ
､
薮
出
静
の
月
化
石
群
は
親
潮
要
素
の

泥
帯
群
居
で
あ
る
｡
然
し
ヱ
別
着
け
は
僅
少
で
は
あ
る
が
'
掛
川
統
上
部
の
特
性
的
要
素
が
却
っ
て
居
る
轟
は
依
っ

て
､
之
を
結
線
寺
階
に
対
比
せ
し
ひ
る
事
が

山
鹿
の
常
識
と
在
っ
た
今
日
に
於
で
は
.
薮
的
階
を
頗
義
の
大
日
階
(
下

大
口
階
を
含
む
)
に
結
び
附
け
皮
-
在
る
の
は
督
熱
の
都
で
は
夜
か
ら
う
か
?

本
地
域
に
於
V
p
化
石
上
よ
わ
大
日
階
聖
等

地
層
と
既
に
決
定
せ
ら
れ
た
も
の
に
鋸
僻
事
暦
が
あ
る
｡
即
ち
本

地
域
に
も
大
日
階
の
安
泰
す
る
事
は
夙
に
知
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
'
其
の
模
式
地
に
於
で
は
､
分
布
が
極
端
に

狭
-
且
断
層
に
依
･q
担
任
せ
し
め
ら
れ
て
居
る
馬
は
'
暦
序
上
の
位
置
を
明
確
は
決
定
す
る
事
が
出
凍
な
か
っ
た
の

で
あ
る
｡
同
時
に
砺
波
山
丘
陵
中
英
部
分
の
如
-
､
本
地
域
の
地
質
系
統
の
大
部
分
が
敏
除
す
る
事
無
-
露
出
す
る

地
域
に
於
て
､
怯
林
寺
化
石
群
と
近
縁
の
化
石
群
を
塵
す
る
地
膚
を
不
車
は
し
て
磯
風
す
る
事
が
出
水
を
か
っ
先
負

は
其
の
層
位
の
推
定
さ
へ
も
之
を
充
分
ほ
を
し
程
を
か
っ
ね
の
で
あ
る
｡
然
る
に
'
本
地
域
と
砺
波
平
野
を
隔
て
J

相
対
す
る
八
尾
山
地
に
於
け
る
今
村
氏
の
踏
査
の
進
捗
に
件

払
､
赤
江
川
上
流
地
方
平
林
附
近
の
西
富
山
暦
下
部
の

軽
石
昔
よ
与
法
林
寺
月
化
石
群
と
近
似
の
特
質
h
t具
へ
ね
月
化
石
群
を
産
す
る
轟
が
明
か
は
せ
ら
れ
る
ほ
至
っ
た
結

某
､
怯
林
寺
潜
の
暦
位
決
定
が
大
鰭
可
能
に
な
っ
て
凍
ね
の
で
あ
る
｡
即
ち
西
富
山
暦
が
大
桑
暦
に
充
分
封
此
出
凍

(朗
)

る
布
衣
で
あ
る
以
上
は
､
西
富
山
暦
下
部
の
軽
石
帯
は
､
竹
ノ
柿
暦
上
部
の
軽
石
群
と
略
同
暦
準
を
現
は
す
と
見
て



良

-

.

従
っ
て
怯
林
寺
暦
は
竹
ノ
橋
暦
の
上
部
を
代
表
す
る
革
に
な
み
､
竹
ノ
橋
暦
或
は
薮
悶
暦
の
少
-
と
も
上
部

は
大
口
階
と
見
る
罫
が
出
凍
る
｡

次
に
､
薮
的
化
石
群
が
親
潮
群
居
で
あ
与
怯
林
寺
化
石
群
が
親
潮

･
黒
潮
両
要
素
混
在
群
居
で
あ
る
故
に
常
時
の

溢
水
温
度
は
紬
し
て
は
'
相
矛
盾
を
戚
ぜ
し
め
る
様
で
あ
る
が
'
前
者
が
泥
碑
群
居
で
あ
ら
後
者
が
沿
岸
乃
至
並
沿

(洲
)

岸
群
居
で
あ
る
以
上
皆
無
起
ち
程
る
事
で
あ
る
事
は
'
現
在

の

富

山

幣
の
貝
類
分
布
状
態
を
見
て
も
充
分
納
得
出
凍

る
所
で
あ
る
｡
即
ち
発
般
的
に
は
親
潮
の
勢
力
下
に
あ
つ
ね
が
､
沿
岸
地
方
に
於
で
は
黒
潮
系
統
種
の
塾
春
が
許
n

れ
る
状
態
に
あ
っ
た
と
見
る
可
さ
で
あ
る
｡

兎
に
角
既
述
の
如
-
大
桑
棟
が
大
日
階

｡
結
線
等
階
の
二
階
を
JC
含
む
革
が
確
か
に
な
み
.
且
其
の
間
に
何
等
の

沈
積
間
隙
が
存
在
し
覆
い
以
上
は
､
且

で燕
塚
氏
が
沈
積
輪
廻
の
立
場
よ
き
全
日
本
の
新
警

素

数
検
討
せ
ら
れ
た

際
の
第

1
の
障
藩
は
除
去
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
｡
即
ち
大
桑
続
は
同
氏
の
p
m
･m
u
沈
積
輪
廻
と
し
て
大
勝
取
扱
は

れ
て
良

い
存
在
と
在
る
か
ら
で
あ
る
｡

大
桑
続
が
東
北
油
田
地
方
の
由
利
統
或
は
中
越
柾
の
大
部
に
相
督
す
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
｡

祉
t

li
前
報
せ
に
於
て
､
C
hlam
y
s
n
o
toensis
Y
okoy
a
m
a
)C
h
la
m
y
s
c
r
a
s
siv
e
n
ia
(Y
ok
oyam
a)
等
が
共
迎
す
る
靭
及
び
米
州
の
瀬

(.Tt
)

似
よ
り
t
m
川
筋
が
七
粍
脚
に
比

せ
ら
れ
る
可

髄
鵬
を
訟

い
た
が
'
先
般
の
大
塚
氏
の
調
教
に
依

っ
て

､
七
梅
暦
の
櫛
位
が
柿
尤
せ
ら
れ
'
七
尾
厨
の

属
す
る
系
統
は
南
塑
谷
練
｡
仇
利
加
維
紋
に
劉
比
せ
ら
れ
る
都
に
な
っ
た
｡

靴
､
二

前
和
食
に
於
て
は
'
法
林
寺
Lh
は
大
桑
純
の
払
拭
に
近

い
L53時
と
恨
起
し
た
｡

附
富

加
豹
戸
生
産
と
し
て

S
t
e
g
od
o
n
(P
a
r
a
st
eg
o
d
o
n
)
a
u
ro
r
a
e
(胃
a
tsu
m
o
t
o)
が
報
ぜ
ら
れ
て
捕
る

｡
St
e
g

od
o
n

と

E
te
p
h
a
s
と

の
中
間
鵬
を
肝
び
て
放
り
鮮
新

紙
中
部
或
は
そ

れ
よ
り
作
か
上
聖

が
す
も
の
と
排
允
せ

ら
れ
て
肘
p
t
微

っ
て
時
代
よ

旦
試

(

ば
'
大
桑
暦
中
よ
り
練

前
川
印
新
忙
石
川
嚇
津
幡
町
附
江
の
節
三
組
悼

R
ITll

九
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娩

B
l
由

]
○

し
た
も
の
と
胤
ほ
れ
る
｡
戸
寅
山
水
北
方
に
焼
-
分
和
す
る
大
桑
暦
は
粂
般
的
に
は
煎
胎
棒
粕
と
認
め
ら
れ
る
が
'
戸
室
近
傍
の
二
俣
附
妃
に
於
て
ほ

飛
火
厨
の
映
れ
す
る
部
分
が
あ
り
郷
海
州
の
布
水
す
る
誹
も
確
か
で
'
陸
棲
動
物
化
石
産
蛸
の
可
熊
粍
如
し
と
し
な

い
o

m

卯
辰
-;
統

本
棟
よ
与
は
時
代
推
定
の
鶴
と
な
る
可

き
化
石
の
産
出
が
金
-
無

い
｡

従
っ
て
暦
序
銅
係
よ
み

其
の
時
代
が
推
定
せ
ら
れ
る
止
る
が
'
大
桑
暦
が
鮮
新
世
中
部

｡
結
線
寺
階
に
潜
み
､
大
桑
統
沈
積
後
の
別
剥
期
が

地
層
臥
除
の
状
況
よ
～,h長
期
に
及
ぶ
も
の
で
無

い
と
の
推
断
を
下
し
縛
る
以
上
は
､
鮮
新
世
上
部

｡
華
宅
階
相
皆
の

も
の
と
考

へ
る
の
が
最
も
至
常
の
様
で
あ
る
｡東
北
油
田
地
方
の
魚
沼
統
或
は
鷹
巣
蹄
と
略
同
時
代
と
見
倣
し
皮

い
｡

(朋
)

大
塚
氏
の
p
u
沈
積
輪
廻
に
合
致
す
る
評
で
あ
る
｡

以
上
記
し
た
所
に
依
っ
て
本
地
域
第
三
紀
層
に
見
ら
れ
る
沈
積
輪
廻
の
記
蓮
は
終
っ
た
｡
第
三
紀
以
後
の
地
層
は

就

い
て
は
､
其
の
時
代
推
定
は
主
と
し
て
地
形
上
の
特
徴
よ
･Cl､
諸
氏
の
研
究
に
依
っ
て
或
る
轟
皮
時
代
の
判
明
し

て
屠
る
本
地
戚
附
近
の
地
膚
と
此
校
し
､
謬
暮
し
た
の
で
あ
っ
て
､
化
石
上
の
驚
左
は
各
-
存
在
し
な

い
｡

臥

春
日
山
層

各
地
域
は
分
散
し
て
存
在
す
る
朗
の
､
卯
炭
山
暦
沈
積
後
､
宇
ノ
気
海
岸
段
丘
厨
乃
至
は
浅
野

川

｡
犀
川
河
岸
段
丘
暦
沈
積
前
の
生
成
に
闘
は
る
砂
塵
及
び
粘
土
よ
少
成
る
鼎
暦
は
絶
て
之
を
春
日
山
暦
に

l
満
し

カ
が
､
模
式
地
の
春
日
山
厨
は
､
小
坂
は
放
け
る
海
塵
と
推
定
n
れ
る
巷
月
の
印
象
の
磯
風
は
依
っ
て
海
戊
と
断
じ

(4
)

(44
)

ら
れ
る
も
の
で
あ
-
､
蟹
谷
丘
陵
北
牛
に
か
な
･ch磨
-
分
布
す
る
磯
瀞
は
'
辻
村
氏
或
は
市
川
氏
は
依
っ
て
論
ぜ
ら

れ
ね
典
羽
山
磯
暦
と
其
の
沈
積
状
況
或
は
開
析
状
況
を
殆
ど
同
じ
-
し
て
居
少
､
典
羽
山
塵
屠
同
様
啓
扇
状
地
暦
の

一
部
と
見
る
事
が
出
凍
る
の
で
'
海
戊
の
79
の
の
み
に
封
し
て
春
日
山
暦
を
用
以
､
陸
成
の
も
の
に
は
更
に
別
個
の

名
網
を
附
し
た
い
希
望
を
有
し

て居
TQ
｡
然
し
翻
検
討
を
要
す
る
鮎
も
あ
る
の
で
ー
漕
兼
帯
踏
蜜
の
磯
食
む
得
力
を



ら
ば
定
め
て
翰
逃
し
た
-
思
っ
て
居
る
0

魯
埴
生
柑
石
坂
莱
方
'
枚
永
西
方
及
び
北
蟹
谷
村
枚
尾
西
方
等
の
小
置
域
に
見
ら
れ
る
砂
磯
及
び
粘
土
等
よ
･LL成

る
果
暦
は
且

で春
日
山
暦
に
此
せ
ら
れ
る
も
の
と
の
推
定
を
な
し
た
朗
の
も
の
で
あ
る
が
､
其
の
後
の
踏
査
に
保
つ

r3
)

Vp
春
日
山
暦
と
造
構
造
運
動
の
閥
係
が
明
か
に
な
っ
た
結
果
､
前
記
地
層
は
､
最
近
の
望
月
氏
の
報
骨
に
も
述
べ

ら
れ
て
あ
る
如
-
､
撹
曲
崖
下
乃
至
は
断
層
崖
下
は
敏
速
し
た
扇
状
地
の
淀
蝕
は
残
さ
れ
た
も
の
で
春
日
出
暦
よ
み

遇
に
後
期
の
生
成
に
闘
は
る
も
の
で
あ
る
革
む
知
っ
た
の
で
､
此
虞
に
訂
正
を
掲
げ
る
｡

i.
段
丘
暦

宇
ノ
気
泥
程
段
丘
骨
及
び
之
と
略
同
高
度
に
あ
る
金
棒
市
附
近
の
河
岸
段
丘
暦
は
'
其
の
高
度
及

3蜘i:

び
段
丘
而
保
存
の
状
態
よ
カ
津
向

･
徳
田

･
崎
山
段
丘
暦
或
は
佐
々
波
段
丘
と
略
同
時
代
と
考

へ
て
新
期
洪
積
舵
と

推
定
し
お
の
で
あ
る
｡
且
で
金
樺
揮
附
近
の
河
岸
段
丘
は
纏
で
沖
積
続
と
し
て
記
載
し
た
の
で
あ
つ
ね
が
.
常
時
は

枠
内
段
丘
暦
が
沖
積
続
と
考

へ
ら
れ
て
居
た
の
は
依
っ
た
の
で
あ
っ
た
.

六

､

構

造

概

観

本
地
域
の
漸
薯
地
層
分
布
及
び
鼻
位
を
支
配
す
る
主
造
構
方
向
は
北
東
-

南
西
で
､
地
膚
の
主
走
向
或
は
摺
曲
軸

断
層
の
走
向
は
略
之
は

一
致
し
､
東
部
に
於

では
北
西
に
凸
面
を
向
け
た
経
か
在
孤
を
描

き
北
北
先
走
せ
ん
と
す
る

傾
向
が
見
え
､

西
部
に
於
で
は
南
東
に
凸
面
を
向
け
7･花
授
か
を
弧
状
を
覆
し
南
西
両
走
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
見
え

る
○然

し
て
.
地
層
の
各
般
的
の
分
布
配
列
乃
至
は
其
の
傾
斜
状
況
よ
か
推
定
出
凍
る
所
の
賓
連
山
を
中
心
と
す
る
ド

満
岡
市
銀
に
石
川
懸
津
幡
町
附
近
の
節
三
紀
L5

空

孔

.二



第 二 固 主 要 構 造 線 概 間

二
一

-
ム
構
造
の
如

き
砺
波
山

丘
陵
の
大
構
造
の
軸

(節

二
図
､
-
)或
は
醤
玉
山
を

中
心
と
す
る
ド
ー
ム
構
造

の
如
き
蟹
谷
丘
陵
の
大
構

造
の
刺

(第
二
問
､H
)
の

走
向
は
南
北
に
近
-
'
前

記
主
造
構
方
向
と
明
か
に

交
叉
し

て居
る
｡
此
の
軍

資
は
七
本
地
域
の
構
造
を

作
つ
ね
地
殻
運
動
が
単

一

の
も
の
で
無
か
つ
ね
革
を

示
す
も
の
で
'
質
達
山
周

縁
地
域
は
於
で
は
､
大
構

造
的
な
ド
ー
ム
構
造
と
之

は
封
し
て
副
構
造
的
存
在

と
も
云
ふ
可

き
北
米
1
南
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閏
方
向
の
雁
行
摺
曲
構
造
の
関
係
が
p
地
層
分
布
の
上
に
特
に
明
瞭
は
現
は
れ

で
居
る
｡
LM相川"Ⅳ

稽
曲

軸

1

(野

面

1
)
蟹
谷
丘
陵
未
練
は
近
接
し
･
丘
陵
外
線
と
略
並
走
す
る

軸
を
有
す
る
背
斜
構
造
は
.
其
の
閏
巽
の
傾
斜
は
甚
だ
授
か
で
水
平
は
近
-
､

来
巽
の
み
軸
を
離
れ
る
ほ
従
っ
て
傾
斜
を
槍
加
し
丘
陵
最
外
線

は
放
て
最
大
町

傾
斜
堅

不
し
､
背
斜
状
擁
曲
と
解
す
可
き
79
の
で
あ
る
｡
怯
林
寺
に
於
で
其
の

貸
在
す
る
事
を
確
め
帝
た
畢
玉
山
断
層
の
大
規
模
を
曳
き
づ
-
と
も
児
ら
れ
る

が
､
背
斜
軸
附
鑑
に
見
ら
れ
る
背
斜
軸
と
略
並
立
す
る
数
櫨
の
正
断
層
の
状
態

(
雪

面

)
よ
み
見
れ
ば
'
此
の
摺
曲
は
欝
玉
出
断
層
の
曳

き
づ
少
は
依
る
も
の

と
は
考

へ
ら
れ
な

い
.
即
ち
前
記
断
層
は
何
れ
も
西
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
階
段
状

に
落
ち
で
居
㌔

酋
王
山
断
層
の
曳
き
づ
-
ほ
依
っ
て
任
じ
た
擁
曲
と
考

へ
ね

場
各
は
想
定
し
解
る
断
層
の
落
と
は
逆
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

2

(
第
二
間
2
)

臼
谷

｡
人
母
よ
-
森
下
川
上
流
帝
瀬

二

夜

昼
且
る
向

斜
は
､
二
俣
以
南
に
於
で
は
其
の
方
向
を
稗
じ
て
南
西
閥
走
せ
ん
と
す
る
傾
向

が
見
え
.
其
の
延
長
は
金
棒
市
の
面
す
る
浅
野
川

･
犀
川
の
谷
に
見
ら
れ
る
向

斜
は
鵡
-
も
の
J
如
-
で
あ
る
.
地
層
の
傾
斜
は

一
般

に
来
巽
よ
-
因
果
が
稀

竹桝
岡
村
非
に
市
川
帖
津
鵬
町
附
妃
の
妨
三
組
暦

望

七

1三



第 四 間 二俣市湖の略中間の露出

--I-■- -:

■

妨
二
十
四
各

節

大

敗

a
l
八

一

四

鍋
-
且
北
部
よ
カ
南
部
に
薫
る
ほ
従
っ

て傾
斜
は
埠
加
L
t
市
瀬

二

1俣
扮

中
間
附
近
ほ
於
で
其
の
最
大
堅

不
し
五

〇
度
～
七

〇
度
に
達
し
で
居
を
｡
此

の
摺
曲
の
最
も
著
し

い
部
分
に
於
で
は
小
規
模
を
も
の
で
は
あ
る
が
其
の
軸

に
接
迩
し
軸
と
略
並
走
す
る
二
修
の
逆
断
層
が
見
ら
れ
､
来
翼
上
に
西
瓢
が

衝
上
し
ね
と
見
る
'F
き
状
態

は
在
る
｡
(
第
四
周
)

3
.

(
第
二
固
4.5
.6
)

北
陸
道
に
沿
ふ
九
折
附
近
ほ
於
て
最
も
明
瞭
に

観
察
出
凍
る
背
斜
構
造
(5
)
は
'
層
序
細
説
の
項
に
於
で
少
し
-
記
述
し
た

如
-
､
全
般
的
の
地
厚
分
布
の
状
態

よ
さ
見
れ
ば
､
安
達
山
を
中
心
と
す
る

大
構
造
的
の
ド
ー
ム
構
造
に
も
蹄
し
得
る
も
の
で
は
あ
る
が
'
滞
兼
山
緩
背

料
(
6
)
を
其
の
北
東
方
向
の
延
長
'
朝
日

l
小
池
に
見
ら
れ
る
綬
背
斜
(
4
)

を
其
の
南
開
方
向
の
延
長
と
見
放
し
得
る
状
態
に
あ

わ
従
っ
て
九
折
背
斜
も

虹
記
主
造
構
方
向
の
支
配
に
服
し
て
居
る
と
静
め
ら
れ
る
.

4

.
(

撃

一間
7
-
S
)

常
連
山
南
乗
用
妹
地
域
に
見
ら
れ
る
雁
行
絡
摺

曲
構
造
は
地
質
同
に
附
し
ね
断
何
問
を
見
れ
ば
明
か
在
る
如
-
､
共
の
大
勢

よ
少
考
察
す
る
怒
ら
ば
､
背

斜
状
同
封
と
向
斜
状
同
斜
が
交
互
に
連
擬
し
て

起
れ
る
が
如
き
状
況
に
あ
･EL抑
揚
単
科
構
造
と
も
宿
す
可
き
79
の
で
あ
る
が

賓
連
山
南
西
周
線
地
域

に
於
で
は
此
の
構
造
は

一
の
向
斜
構
造
に
移
る
も
の

臣

hr
臣

F

玩
打
払
島

を

藍

n卜



の
や
う
で
あ
る
｡

ド
ー
ム
構
造

資
連
山
或
は
欝
王
山
を
中
心
と
す
る
ド
ー
ム
構
造
を
生
ぜ
し
め
窪

旭
構
造
運
動
の
機
構
を
検
討
し
て
.見
る
と
､
此

の
運
動
は
､
此
政
的
長
期
に
亘
っ
て
纏
頼
的
に
行
は
れ
ね
と
解
n
れ
る
所
の
欝
連
山
或
は
啓
王
山
を
中
心
と
す
る
地

域
に
接
近
す
る
に
従
っ
て
次
第
に
高
ま
る
が
如

き
隆
起
運
動

(
之
を
中
心
部
を
迫
る
南
北
方
向
の
断
面
に
就

い
て
云

へ
ば
､
賓
連
山
或
は
醤
王
山
方
向
に
向
つ
て
よ
さ
高
ま
る
が
如

き
傾
動
遊
動
と
見
る
葦
が
出
凍
る
)
と
､
前
者
に
此

し

ては
造
か
に
短
期
間
に
行
を
は
れ
ね
と
解
し
得
る
朗
の
南
北
方
向
の
軸
を
有
す
る
擁
曲
運
動
に
分
つ
事
が
出
水
る

や
う
で
あ
る
｡

即
ち
両
中
心
部
に
接
近
す
る
に
従
っ
て
次
第
に
鷺
期
地
層
が
現
れ
て
氷
る
と
共
に
外
方

へ
向
つ
で
の
傾
斜
が
僅
少

乍
ら
櫓
し
て
行
-
革
及
び
新
啓
地
層
間
に
見
ら
れ
る
不
整
合
が
構
造
的
に
明
瞭
に
在
っ
て
行
-
傾
向
の
諦
め
ら
れ
る

轟
は
前
記
隆
起
遊
動
の
苛
左
と
見
ら
れ
る
が
､
新
嘗
地
層
の
同
方
向

へ
の
傾
斜
の
差
が
甚
だ
僅
少
で
あ
る
故
に
､
第

三
紀
諸
地
層
が
基
底
の
地
形
を
反
映
し
た
結
果
生
じ
カ
ド
ー
ム
構
造
と
の
見
方
も
成
立
し
'
此
の
場
合
に
は
範
象
る

水
平
的
隆
起
を
想
定
す
る
事
に
依
っ
て
､
ド
ー
ム
の
中
心
部
に
接
近
す
る
に
従
っ
て
不
盤
各
が
構
S｡j
的
に
明
瞭
に
在

っ
て
行
-
事
案
の
説
明
は
充
分
に
出
凍
る
｡
叉
金
樺
滞
東
方
山
地
は
､
共
虞
は
見
ら
れ
る
殆
ど
金
地
暦
が
水
平
的
敏

速
を
遂
げ
て
居
且
別
記
傾
動
運
動
の
影
響
な
ど
は
殆
ど
静
め
ら
れ
夜

い
地
域
で
あ
る
が
､
其
の
線
遊
郭
は
明
か
は
擁

山
を
受
け
て
居
少
､
従
っ

て傾
動
迦
動
と
は
別
個
の
即
ち
擁
仙
遊
動
が
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
蟹
谷
丘
陵
の
擁

州
に
就
い
て
は
前
項
に
述
べ
た
｡

筒
刷
市
政
に
石
川
牒
紳
肺
町
附
虹
の
餅
三
和
肝

四
7
<

t
五



地

球

鱒
二
十
四
容

鮮
大
紋

望
0

〓
ハ

佃
前
記
丘
陵
練
蓮
の
挽
曲
は
断
層
の
影
響
を
も
併
せ
受
け
た
と
の
見
方
も
成
立
し
､
此
の
場
合
に
は
本
地
域
が
地

鼎
的
教
達
を
遼
げ
ね
も
の
と
解
さ
れ
る
が
､
焼
曲
に
断
層
を
仲
ふ
事
が
極
め
て
普
通
に
起
る
事
柄
で
あ
る
と
同
時
に

既
述
の
如
-
贋
王
山
断
層
と
蟹
谷
丘
陵
擁
州
と
の
閥
係
が
'
横
着
と
前
者
の
曳
き

づ
少
と
は
考

へ
符
ぬ
状
況
は
あ
る

の
.t
J此
虞
に
先
づ
擁
曲
運
動
を
想
定
し
た
の
で
あ
る
｡

断

層

本
地
域
に
見
ら
れ
る
主
要
断
層
系
は
､
断
層
相
互
の
穐
断
離
断
の
状
態
よ
与
之
む
二
二
系
統
は
分
つ
罫
が
田
凍
る
0/

薗
期
の
も
の
よ
身
列
拳
す
れ
ば
左
の
如
-
で
あ
る
O

l.

第

一
次
北
北
東
-
南
南
西
方
向
断
層
系

(第
二
固
①
)

2
.
北
米
-
南
西
方
向
断
層
系

(第
二
間
①
)

3
.

第
二
次
北
北
尭
-
南
南
西
断
暦
系

(
第
二
固
①
)

筋

1
次
北
北
東
-
南
南
西
方
向
断
層
系
に
腐
す
る
も
の
は
､
摺
曲
軸
に
並
走
す
る
も
の
で
.
摺
曲
軸
に
接
近
し
て

存
在
す
る
も
の
が
多
-
'
摺
曲
と
略
同
時
期
の
生
成
は
閑
は
少
'
摺
曲
は
随
伸
し
て
起
っ
た
も
の
と
充
分
に
解
秤
し

得
る
存
在
で
あ
る
｡
謂
韮
山
北
西
側
を
走
る
推
定
断
層
を
除
け
ば
組
y
正
断
層
で
砺
波
山
丘
陵
側
の
79
の
は
南
東
落

ち
p
蟹
谷
丘
陵
側
の
も
の
は
北
西
落
ち
の
も
の
が
多

い
｡

北
東
-
南
西
方
向
断
層
系
に
属
す
る
も
の
は
少
数
で
は
あ
る
が
第

1
次
北
北
東
-
南
南
西
方
向
断
層
系
に
依
っ
て

配
分
せ
ら
れ
た
地
層
を
更
に
蔵
漸
し
之
を
著
し
-
離
断
せ
し
め
で
居
る
｡
絶
て
正
断
層
で
砺
波
山
丘
陵
側
の
も
の
は

南
米
蕗
も
､蟹
谷
丘
陵
側
の
も
の
は
北
西
落
ち
で
､第

一
次
北
北
東
-
南
南
西
方
向
断
層
系
と
其
の
軌
を
同
じ
-
す
る



(1
)(5
)(那
)(如
)

第
二
次
北
北
東
-
南
南
西
方
向
断
屠
系
は
最
後
の
生
成
に
閲
は
る
も
の
で
p
C批
(枇
誓

望
月
氏
は
依
っ
て
屡
々
地

形
上
よ
･a
論
ぜ
ら
れ
た
暫
玉
山
断
層

二

1上
山
断
層

･
森
本
断
層
等
も
之
は
属
す
る
｡

二
上
山
断
層
の
賓
在
す
る
事
を
地
層
鼻
位
の
状
況
よ
･a
充
分
は
推
定
出
凍
る
の
は
'
卒
尻
山
兼
側
よ
ら
加
茂
に
亘

る
約
四
粁
の
間
に
於
て
で
p
此
の
地
域
に
於
で
は
丘
陵
外
線
は
接
す
る
地
膚
が
殆
ど
直
立
し
て
居
る
｡
然
し
て
加
茂

よ
･eh北
は
至
る
に
従
っ
て
丘
陵
外
練
は
沿
ふ
地
膚
の
傾
斜
は
次
第
に
減
じ
も
浅
川
に
至
れ
ば

一
〇
度
内
外
と
な
み
､

殆
ど
断
層
の
影
響
は
寵
め
ら
れ
夜
-
在
る
｡
即
ち
此
の
附
近
の
断
層
崖
ら
し

さ
地
貌
は
'
啓
小
矢
部
川
の
仰
浸
蝕
の

影
響
を
多
分
に
受
け
て
居
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
｡

森
本
断
層
の
賓
在
を
推
定
出
凍
る
の
は
森
本
以
南
の
地
域
で
､
森
本
以
北
は
於
で
は
､
丘
陵
外
嫁
に
按
す
る
地
層

の
傾
斜
は
甚
だ
甚
か
で
'
現
在
の
丘
陵
に
接
近
し
て
断
層
が
賓
在
す
る
と
は
考
へ
難

い
状
態
は
あ
る
.
従
っ
て
既
に

(:.I.()
望
月
氏
が
考
慮
せ
ら
れ
た
様
に
も
現
在
の
此
の
地
域
の
断
層
崖
類
似
の
地
形
は
､
断
層
崖
其
の
者
で
夜
-
.
濠
蝕
の

影
聾
が
多
分
は
織
み
込
恐
れ
て
居
る
と
解
す
る
見
方
を
支
挿
し
庇
い
.
常
玉
山
断
層
の
資
在
す
る
革
を
怯
林
寺
は
於

で
僻
め
得
る
事
は
班
に
記
し
た
｡

造
構
造
運
動
の
行
ほ
れ
た
時
期

各
種
造
構
造
運
動
と
之
に
閑
興
し
て
居
る
地
膚
の
関
係
よ
･A
.
各
種
造
構
造
運
動
の
行
な
は
れ
ね
時
期
は
就
い
て

は
次
の
如
き
推
定
が
覆
さ
れ
る
｡

署
連
山
乃
至
は
麿
王
山
を
中
心
と
す
る
ド
ー
ム
構
造
が
'
基
盤
の
地
形
を
反
映
せ
し
結
果
は
あ
ら
ず
と
す
る
夜
ら

ば
､
少
-
と
も
南
蟹
谷
統
或
は
倶
利
加
銃
の
沈
積
後
に
'
賛
連
山
或
は
常
王
山
を
中
心
と
す
る
地
域
に
接
妃
す
る
は

高
岡
市
灘
に
石
川
嚇
津
幡
町
附
近
の
解
三
和
暦

望
7

4
七



地

味

蟹

宇

氾
各

節
大
紋

望

一

一
八

従
っ
て
次
第
に
高
官
る
が
如
き
隆
起
運
動
が
開
始
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
｡
然
し
て
竹
ノ
橋
暦
沈
積
前
は
既
に
贋
王
山

地
域
乃
至
は
賛
連
山
地
域
と
倶
利
伽
羅
地
域
と
の
間
に
柵
皆
の
高
度
差
を
生
ぜ
し
め
て
居
カ
か
'
或
は
竹
ノ
椅
暦
沈

積
中
も
荷
此
の
種
の
運
動
が
腹
甫
せ
ら
れ
つ
･̂
あ
っ
た
か
は
断
定
出
来
な
い
｡
大
桑
統
沈
積
後
の
此
の
運
動
の
状
況

は
'
他
の
造
構
造
運
動
の
結
果
が

地
暦
に
斑
に
弧
-
現
は
れ
で
屠
る
と
組
め
得
る
の
で
'
其
の
推
定
は
困
難
で
あ

る
○北

東
-
南
西
方
向
の
雁
行
的
補
助
構
造
の
大
部
分
は
､
卯
炭
山
暦
洗
械
後
春
日
山
犀
沈
積
前
に
略
完
成
せ
ら
れ
た

と
信
ぜ
ら
れ
る
｡
然
し
て
此
の
摺
曲
運
動
が
少
-
と
も
､
大
桑
統
沈
積
前
よ
旦
ポ
現
し
始
め
蝕
も
大
桑
統
班
積
前
に

既
に
相
督
程
度
進
捗
し
て
居
た
革
は
､
砺
波
山
丘
陵
中
央
部
分
に
於
け
る
下
中
層
以
下
の
果
暦
の
稽
曲
程
度
が
竹
ノ

橋
暦
以
上
の
鼎
暦
よ
～,l
蓬
に
著
し
い
革
に
依
っ
て
明
か
で
あ
る
｡

二
俣

｡
人
母
に
亘
る
向
斜
構
造
は
'
其
の
閥
翼
の
状
況
よ
･C,見
る
在
ら
ば
､
既
述
の
擁
曲
遊
動
に
結
び
附
け
糧
る

存
在
で
､
其
の
完
成
の
時
期
は
史
は
後
期
は
儀
す
る
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
｡

節

一
次
北
北
東
-
雨
滴
柑
方
向
断
簡
運
動
は
雁
行
摺
曲
運
動
に
随
伴
し
起
っ
た
も
の
で
､
褐
曲
運
動
と
略
同
時
期

に
情
動
し
た
と
侶
ぜ
ら
れ
る
｡
北
東
-

南
西
方
向
断
層
運
動
は
前
記
摺
曲
断
層
運
動
に
並
t′､
で
起
っ
た
も
の
で
.あ
る

が
､
翻
春
日
山
暦
沈
積
前
と
推
断
さ
れ
る
｡

第
二
次
北
北
東

-
南
南
軸
方
向
断
層
は
焼
曲
運
動
は
伴
っ
た
も
の
と
信
ぜ
れ
ら
る
所
の
も
の
で
あ
る
が
'
之
に
儀

(脂
)

す
る
森
本
断
暦
が
卯
炭
山
的
方
に
於
三
向
位
段
丘
を
切
る
も
の
と

韻

め

ら
れ
て
居
る
故
に
'
此
の
断
層
系
の
活
動
し

た
時
期
は
.
段
丘
の
敏
速
が
か
在
-
進
み
し
頃
即
ち
洪
租
世
束
と
推
定
せ
ら
れ
る
が
､
此
の
時
期
に
森
本
断
骨
の
み



が
蒋
活
動
し
た
と
の
想
定
も
許
さ
れ
る
の
で
其
の
断
定
は
保
留
さ
れ
ぬ
ば
在
ら
な
い
｡
但
し
此
の
擁
曲
断
骨
運
動
が

春
日
山
暦
沈
積
後
で
あ
る
革
は
明
瞭
で
あ
わ
､
従
っ
て
本
地
域
の
地
質
構
造
の
輪
廓
が
大
鰻
決
定
せ
ら
れ
た
の
は
春

日
山
暦
沈
積
後
と
云
ふ
革
は
確
賓
で
あ
る
｡

翻
洪
積
世
末
よ
iJn
沖
積
世
初
期
は
亘
っ
て
の
本
地
域
の
各
般
的
隆
起
の
横
磯
は
p
皆
野
川

｡
犀
川
沿
岸
に
発
達
す

る
河
岸
段
丘
或
は
字
束
地
域
の
海
岸
段
丘
敬
連
の
状
況
よ
か
其
の
1
輩
は
充
分
は
窺
以
解
る
所
で
あ
る
O

t
J'
地

.

む

以
上
各
項
に
亘
っ
て
記
し
た
諸
事
項
及
び
前
報
告
に
記
し
た
渚
事
項
を
給
食
L
t
本
地
域
の
節
三
瓶
以
後
の
地
史

を
組
み
立

て
J
見
る
と
大
約
次
の
如
-
在
る
｡

一
､
第
三
紀
に
於
け
る
本
地
滅
全
般
に
亘
る
節

一
次
源
俊
は
p
秋
田
地
方
の
男
鹿
島
統
或
は
新
潟
地
方
の
頚
城
続

の
示
す
据
置
と
略
同
時
期
は
開
始
さ
れ
72
｡
欝
王
山
地
域
は
於
で
は
､
此
の
海
俊
は
先
立
ち
､
陸
成
層
で
あ
る
か
海

成
層
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
､
其
の
何
れ
か
の
沈
積
が
既
に
開
始
さ
れ
'
夫
等
の
沈
積
物
は

1
億
例
刻
期
を
経

光
雄
が
あ
る
｡

蟹
連
山
地
域
は
醤
玉
山
地
域
の

O
p
e
rcu
tin
a
･A
st
ric
typ
eus
帯
沈
積
以
後
に
海
淀
が
開
始
さ
れ

た
O

.
佃
据
浸
開
始
箇
初
に
は
.
激
し
い
火
山
括
動
が
行
は
れ
p
移
し
い
火
山
噴
出
物
を
沈
積
し
た
｡
特
に
酋
更
山
地
蟻

に
著
し
い
｡

二
.
火
山
噴
出
物
の
急
激
在
る
沈
積
に
依
っ
て
'部
分
的
に
海
退
を
惹
起
し
.
其
の
地
域
の
沈
積
は
中
断
さ
れ
た
｡

耗
岡
村
灘
に
石
川
駄
沖
隣
町
附
妃
の
醇
三
紅
暦

望
三

1
九



地

銀

節
二
十
四
馨

第
六
班

望

四

二
〇

(賛
達
-
倶
利
加
羅
間
隙
)然
し
壷
焼
的
ほ
は
縁
淀
が
進
み
泥
背
沈
積
の
状
態
に
人
ら
千
石
暦
を
増
し
か
｡
此
の
時
期

に
は
火
川
活
動
は
勢
を
減
じ
､
此
蚊
的
静
穏
に
沈
積
は
蒋
け
ら
れ
ね
と
瓜
は
れ
､
第

一
次
据
淀
は
其
の
頂
鮎
に
逢
し

た
O
次
い
で
徐
々
に
海
退
は
人
ら
'
湯
ノ
谷
尉
上
部
'
減
ケ
原
潜
及
び
下
中
層
を
沈
積
し
わ
が
'
此
の
時
期
に
は
火

山
活
動
は
少
し
-
復
活
し
わ
｡
下
中
骨
沈
積
後
本
地
域
よ
か
海
は
少
し
-
退

い
た
｡
此
頃
既
に
'
現
在
見
ら
れ
る
が

如

き
ド

ー
ム
構
造
乃
至
は
摺
曲
構
造
を
生
ぜ
し
め
る
機
運
が
醸
成
せ
ら
れ
つ
J
あ
っ
衷
も
の
と
離
め
ら
れ
る
｡

翻
蟹
達
暦
沈
積
途
次
或
.は
其
の
沈
積
後
は
河
谷
山
安
山
岩
の
噴
出
が
あ
-,ht
減
ケ
原
暦
沈
積
政
次
桑
山
安
山
岩
贋

熔
岩
の
噴
出
を
見
た
｡

三
､
節
二
次
源
淀
は
､
秋
山
地
方
の
由
利
統
或
は
新
潟
地
方
の
中
越
続
の
下
底
の
示
す
時
期
よ
･a
精
後
れ
て
開
始

さ
れ
ね
と
推
定
さ
れ
る
｡
海
浸
前
車
に
は
嘗
玉
山
周
縁
地
域
或
は
畢
連
山
周
縁
地
域
に
は
沿
岸
帯
乃
東
亜
沿
岸
帯
の

沈
積
物
恕
威
し
､
嘱
放
出
丘
陵
中
央
部
分
に
は
担
沿
岸
帯
乃
至
泥
背
の
沈
積
物
を
増
し
た
D
火
山
活
動
は
何
機
績
せ

ら
れ
し
も
の
J
如
-
火
山
噴
出
物
が
朋
常
沈
積
に
加
っ
て
居
る
｡
竹
ノ
橋
暦
沈
積
来
期
に
は
'
相
見
る
可

き
火
山
活

動
が
あ
カ
著
し
き
軽
石
顎
を
班
積
し
わ
｡
次
い
で
本
地
域
各
般
は
浅
海
と
な
-
大
桑
暦
の
沈
積
が
開
始
n
れ
カ
が
､

少
-
と
も
部
分
的
に
は
頗
涯
を
現
出
し
亜
炭
暦
の
生
成
を
見
た
｡

佃
大
桑
統
沈
積
時
代
の
源
は
殆
ど
完
全
に
塞
流
の
支
配
下
に
あ
っ
た
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
｡
大
桑
暦
沈
積
後
再

び
本
地
域
よ
少
海
は
退
い
た
｡
此
の
陸
化
に
際
し

ては
多
少
の
造
構
造
運
動
が
件
は
れ
大
桑
暦
以
下
の
鼎
暦
を
少
し

-
担
任
せ
し
め
た
.

四
､
第
三
次
海
皮
は
'
款
田
地
方
に
放
け
る
鷹
英
統
或
は
新
潟
地
方
に
於
け
る
魚
沼
銃
の
示
す
海
淀
と
略
同
時
期



に
開
始
さ
れ
卯
辰
山
暦
を
沈
積
し
た
が
､
本
地
域
に
於
で
は
浅
海
以
上
に
海
淀
は
進
攻
夜
か
つ
ね
も
の
と
信
ぜ
ら
れ

る
｡
卯
炭
山
暦
沈
積
後
祁
常
激
し
さ
造
構
造
運
動
が
行
は
れ
､
本
地
域
の
大
牢
は
陸
化
し
た
｡
先
づ
北
東

-南
西
方

向
の
摺
t的
構
造
を
生
じ
之
に
伴
っ

て第
一
次
北
北
東
-
南
南
西
方
向
の
断
層
が
生
じ
次
い
で
北
東
1
南
西
方
向
の
断

層
が
起
み
卯
炭
山
暦
以
下
の
凝
暦
を
著
し
-
鍵
位
せ
し
め
る
と
共
に
之
を
戴
断
緋
酔
せ
し
め
た
｡

五
､
次
い
で
洪
積
世
は
人
身
､
卯
炭
山
時
代
の
源
が
小
樽
と
し
て
残
存
し
カ
地
域
に
は
海
戊
の
春
日
山
厨
が
生
じ

陸
地
内
部
に
は
陸
戊
の
砂
利
暦
を
沈
積
し
た
｡
春
日
山
暦
沈
積
後
擁
曲
運
動
が
行
は
れ
之
に
は
第
二
次
北
北
東
-
南

南
西
方
向
の
断
層
運
動
も
伴
以
'
現
在
見
ら
れ
る
が
如
き
構
造
の
輪
廓
が
殆
ど
完
成
せ
ら
れ
た
｡

六
､
其
の
後
本
地
域
は
徐
々
に
隆
起
を
初
め
'
其
の
休
止
期
乃
至
は
隆
起
の
甚
だ
緩
慢
在
る
時
期
に
河
川
の
沿
岸

及
び
海
岸
は
段
丘
が
形
成
さ
れ
た
｡
宇
ノ
気
海
岸
段
丘
の
形
成
さ
れ
た
時
期
は
洪
積
世
末
と
推
定
さ
れ
る
｡

七
､
高
位
段
丘
形
成
後
摺
曲
に
依
っ
て
生
じ
ね
節
二
次
北
北
東
1
南
南
西
方
向
断
層
の
<I
部
の
も
の
は
市
活
動
し

た
疑
が
あ
る
｡

八
､
結

語

本
地
域
各
般
が
地
,1,2の
甚
だ
頻
繁
に
行
は
れ
カ
地
域
で
あ
る
為
に
､
踏
査
に
は
か
な
少
の
障
番
が
伴
っ
た
｡
地
,u

に
依
る
地
膚
の
東
棟
は
出
水
る
だ
け
地
質
図
作
成
の
資
料
よ
-
除
外
す
る
事
に
務
め
ね
が
､
鏑
知
ら
ず
-

の
間
に

此
の
除
外
せ
ら
る
吋
き
資
料
を
使
用
し
て
居
る
朗
も
あ
る
と
皿
は
れ
る
｡
斯
の
如
き
所
は
賂
凍
訂
正
さ
れ
る
可
さ
で

あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
無
い
｡
今
後
諮
鹿
の
御
示
教
を
得
て
磯
骨
あ
る
毎
に
訂
正
を
加

へ
以
て
此
の
地
域
の
よ
み
よ
さ

吊
岡
市
並
に
石
川
嚇
沖
肺
町
附
証
の
鈴
三
和
厨

望

温

こ
1



地

球

妨
二
十
四
容

鮮
六
娩

望

ハ

二

二

地
史
を
編
み
度
い
と
念
じ
て
居
る
｡
.

佃
本
地
域
の
地
形
或
は
地
質
は
槻
す
る
論
文
は
'
望
月
氏
の
幾
多
の
も
の
を
始
め
多
数
が
虹
は
公
は
n
れ
で
あ
る
0

輩
者
が
之
等
言

草
け
芸

恵
は
賓
に
多
大
で
あ
っ
た
0
欄
蟹
す
る
盟

-

著
者
各
位
に
保
-
敬
意
を
衷
す
る
0

(完
)

I

主
要
蕃
考
文
戯

他
部
-

地
邸
単
離
議
･
地
壌
-
地
離
郷
認
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地
許
-
地
珊
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論
､
球
-
地
球
､
･:7
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紙
座
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大

一
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三
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三
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九
三
〇
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九
≡

l

一
九
三

1

l
九
≡
二

l
九
≡
二

∵
九
三
二

一
九
三
二

1
九
三
二

一
九
三
二

一
九
≡
二

一
九
三
三

辻
村
太
郎

防
府
谷
の
惟
質
北
び
忙
臼
不
望

郷
の
地
形
蝉
的
断

層
林
造

(
粍
報
)
(
地
評
･
1..-

ll,
≡
)

･Si
月
胎
脂

耽
於
咋
偽
兆
部
を
中
心
と
せ
る
古
地
州
及
び
地
形
鞍
速
史

(
地
称
,
四
-

〓

)

横
山
次
郎

石
川
･常
山
南
保
上
の
節
三
紀
厚
紙
肋

(
球
二

四
-

≡
)

染
月
胎
脂

金
曜
市
附
近
の
叔
近
の
地
史

(
地
郁
'
二
王

-
凹

倒
こ

崇
月
豚
脂

加
知
美
浪
山
地
北
端
の
地
貌
北
び
に
地
質
柵
地
拙
(
地
難
､
三
七

-
四
四
空

望
月
勝
粘

越
中
二
上
山
ブ
ロ
ッ
ク
に
就

い
て

(
地
評
､
七
I

TT)

菊
池
勘
左
柑
門

富
-;
潜
産
批
鱒
御
崎

今
村
外
冶

人
指
望

遠

犀
僻
に
合
有
孔
書

芸

分
布
に
就
き
て

(
他
郷
,
三
九
-
讐

ハ
五
)

大
域
醐
之
助

盟
月
勝
悔

地
形
毅
達
見

(
山祈
)

横
山
次
郎

新
鮮
三
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